
 

 

第５６回学長定例記者会見 発表事項１  

 

平成２６年８月２５日 

－新たなイノベーション人材の育成－              

文部科学省「平成 26 年度グローバルアントレプレナー 

育成促進事業」に採択  

                     ［教育機能・地域中核機能］ 

 

文部科学省の平成 26 年度「グローバルアントレプレナー育成促進事業」に
広島大学の取組みが採択されました。 

本事業は、海外機関や企業等と連携しつつ、起業に挑戦する人材や産業界で
イノベーションを起こす人材の育成プログラムを開発・実施する大学等を支援
することを目的に、今年度から開始された事業です全国の国公私立大学から
55 件の応募があり、13 大学が採択されました。 
本学の取組みは次のとおり。 

 
■事業名：「ひろしまアントレプレナーシッププログラム」 

 
■プログラム概要 
○目的： 

平和を希求し人類の福祉向上に貢献する志を持ちつつ、起業社会を生き

ぬくベンチャーマインド（決断力、挑戦力、学際力、コミュニケーション
力、リスクマネージメント力、強靱力、課題発見・解決力）を有したイノ
ベーション人材を育成する。 

  さらには、育成したイノベーション人材が、ベンチャー企業、新製品、 
新技術などを創出し、産学官金ネットワークを深化・拡張させ、新たなイ
ノベーション創出を支援するという、自立的なイノベーション・エコシス
テムの構築を目指す。 

○受講対象者：修士・博士課程大学院生、若手研究者および社会人 
○受講期間：1 年間（10 月受入） 
○募集人数：平成 26 年度 10 人 

平成 27 年度、28 年度 各 25 人 

※ 理系・文系混合メンバーで構成 
○実施内容： 
  本学がこれまで培ってきた国内外機関との連携を基盤に、産学官金ネッ 

トワークを形成し、起業マインド・スキルを涵養する「起業化能力育成科
目」や「起業化トレーニング科目」、さらに対話型ワークショップやイン
ターンシップなどの「起業化実践型研修科目」を、文理融合環境の中で提
供する。 
 

■具体的な取り組み： 別紙のとおり 
 
【お問い合わせ先】 

学術・社会産学連携室 

社会連携グループリーダー  村上 尚 

TEL:082-424-6031 
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広島大学理念５原則
 平和を希求する精神
 新たなる知の創造
 豊かな人間性を培う教育
 地域社会･国際社会との共存
 絶えざる自己変革

ひろしまアントレプレナーシッププログラム

国立大学法人 広島大学

平成２６年８月２５日

（１） 目指す人材像とイノベーションエコシステム

目指す人材像 イノベーションエコシステム

広島大学の理念である
平和を希求し、人類の福
祉向上に志をもちつつ、
研究成果を基に、イノ
ベーションを創出し、企業
の内外を問わず、起業社
会を生き抜くベンチャー
マインド、即ち、決断力、
挑戦力、学際力、コミュニ
ケーション力、リスクマネ
ジメント力、強靭力、問題
発見・解決力を有する イ
ノベ―ション人材の育成

深化・拡張

深化・拡張・
新たなイノベーション
創出支援

koho
長方形

koho
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（２） 広島大学のこれまでの関連教育の取組み

学
内
向
け

VBL特論（大学院２単位）

VBL演習
特許演習

’03～起業家養成講座(東広島市と)、 ‘06 -(広島市と) 

イブニングセミナー（学生・教員・一般）

ベンチャービジネス論 (学部2単位) → ‘01～前・後期開講‘00～

大学院（4科目）
MOT1 (起業家論)
MOT2 (技術戦略)
MOT3 (財務会計)
MOT4 (知的財産)

‘03 ～ ‘04～

大学院 コア科目（5科目、英語2科目）
MOT1（起業論)
MOT2（技術戦略）
MOT3（知財・財務）
MOT4（技術移転）+英語
MOT5(イノベーション) +英語

’02～

技術移転講座（広島、呉、福山他）’06～

院生研究員支援プログラム

夏の学校（広島大，岡山大，山口大，徳島大のVBL共同） 夏の学校（韓国Pukyong大学,熊本大と共同）

寺子屋トーク（知財出前講義）、知財導入講義（新入大学院生）’05～

‘05～
‘98 ～

‘10 新規；社会人基礎力関連講義

① 学内向けＭＯＴ教育

VBL実験
(大学院１単位）

1996
(H8)

1998
(H10)

2000
(H12)

2002
(H14)

2004
(H16)

2006
(H18)

2008
(H20)

2010
(H22)

2012
(H24)

2014
(H26)

④ イノベーション創出若手研究人材養成事業(若手研究人材養成センター) ‘09〜’13
⑤ イノベーションシステム整備事業（国際的な産学官連携推進） ’08〜’12
⑥ 地域イノベーション戦略支援プログラム ’11〜’15
⑦ 革新的イノベーション創出プログラム(COI)、イノベーション対話促進プログラム ’13〜

② アントレプレナーシップを育む学生支援プログラム
‘14～学生支援プログラム

③ 学内外向けセミナー

‘97～

’08～ イノベーティブ企業家

‘98～

インキュベーション支援事業‘01～

グローバルキャリア

デザインセンター

持続的なイノベーションの創出

起業家育成プログラム

（３） 人材育成プログラムの内容

第2セメスター

起業化能力育成科目

・平和共存学(5)・リーダーシップ論(5)

・経営戦略論(5)・マーケティング論(5)・ファイナンス論(5)

起業化実践型研修科目

・リーダートレーニング合宿・シミュレーションゲーム

ひろしまアントレプレナー人材

第1セメスター

・ＶＢ経営者体験講義

・対話型イノベーションワークショップ

・課題発見型インターンシップ/フィールドワーク

デザイン思考

MIT、
Stanford大（調整中）、
Canterbury大、
Adelaide大、
VATGIA、

Origin Ltd ほか

包括協定締結企
業ほか(マツダ、三
菱レイヨンほか）

広島大学産学官
連携推進研究協
力会会員（広大

研究協力会）企業

広島大学発
VB起業者

・社会貢献論(5)

・既存MOT科目の受講者
・ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟを育む学生支援ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
・広島大学学生ベンチャーネット ・既存MOT科目の未受講者

・MOT特別科目

e-learning
portfolio

ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ

e-learning
portfolio

e-learning
portfolio

起業化トレーニング科目 グループ学習

フェニックスアントレプレナーシップコンペ（国内外機関と連携）

フェニックスアントレプレナー
(産学連携センターで雇用)

koho
長方形
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起業化実践研修科目

起業化トレーニング科目

（４） 起業家マインドの醸成とプログラムの内容

・決断力

・挑戦力

・学際力

・問題発見・解決力

・コミュニケーション力

・リスクマネージメント力

・強靭力

起業化能力育成科目

・ VB経営者体験講義
・ リーダーシップ論（オムニバス）
・ 社会貢献論
・ 平和共存学

フェニックスアントレプレナー
ベンチャー立ち上げ時期に広大が雇
用し実践研修で支援

イノベーション人材に必要な７つの力

・ 経営戦略論
・ ファイナンス論
・ マーケティング論
・ シミュレーションゲーム
・ リーダートレーニング合宿

・ 対話型イノベーションワークショップ
・ 課題発見型インターンシップ/

フィールドワーク

ﾌｪﾆｯｸｽｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟｺﾝﾍﾟ

・

・

・

・

・

・

・

（５） 外部機関との連携

Origin Ltd（ロンドン）

University of Oxford（オックスフォード、調整中）

CABINET PLASSERAUT（パリ）

Hashimoto & Partners（パリ）

釜慶大学

（釜山）
慶応大SDM

広島大学

Babson College（マサチューセッツ州）

Stanford University（カルフォルニア州）

Massachusetts Institute of 
Technology(マサチューセッツ州）

Nagashima & Hashimoto NY Office
Sughrue Mion PLLC（ワシントンDC)

University of Canterbury
（南島クライシストチャーチ）

University of Adelaide
（南オーストラリア州アデレード）

VATGIA（ベトナム ハノイ）

National University of Singapore（シンガポール）

Chulalongkorn University（タイ バンコク）

インターンシップ事業は「グローバルキャリアデザインセンター」と連携
プログラム科目の開発、講義の相互配信、人事交流

広島大学の海外拠点 ９拠点
中国2、ロシア、ケニア、ブラジル、ベトナム、インドネシア、
韓国、台湾

国際交流締結状況
大学間協定 36か国・地域、135機関、145協定
部局間協定 49か国・地域、238機関、247協定

これまでに構築した
海外ネットワークの活用

koho
長方形



2014/8/8

4

（６） 想定する受講者の構成、評価方法及び改善方法

想定する受講生の構成

★文理融合チームで構成
理工農系のみならず、人文社会系を
含めた、修士・博士課程大学院生、
若手研究者及び社会人を受け入れ。

評価方法改善方法

1. 各科目ごとに、カリキュラムマップおよ
びルーブリックを策定し、e-ラーニング

ポートフォリオシステムにより学習到達
度を評価

2. 受講生に対するアンケート実施

3. フェニックスアントレプレナーシップコン
ペティションを実施し、修了生のベン
チャーマインドを評価

4. 外部評価委員会評価
5. 最終年度は目標に対する到達件数

1. 学習到達度、自己点検評価、外部
評価委員会評価に基づき、育成プロ
グラムの見直しを行い、次年度に改
善を実施

1. 受講生のアンケート結果に基づき、
プログラム改善

年次受け入れ計画

（７） 既存の取組みとの違い

起業化実践研修

起業化トレーニング

起業化能力育成

・VB論

・起業家論

・起業家養成講座

・企業セミナー

これまでの取組み 今回の取組み

知識伝達型（スキルセット） 知識＋能力育成（マインドセット）

一方向 双方向（受講生参加）

座学重視型 実践・体験重視型

個別推進
（VB教育、MOT教育など）

統合的な推進
（国内外の外部機関との連携体制）

・対話型イノベーションワークショップ
・課題発見型インターンシップ/フィールドワーク

・マーケッティング論 ・経営戦略論
・ファイナンス論 ・シミュレーションゲーム
・リーダートレーニング合宿

・平和共存学 ・社会貢献論
・リーダーシップ論 ・VB経営者体験講義

知識伝達型 実践重視型

・フェニックスアントレプレナーシップコンペ

参考：学内発ベンチャー５０社（学生発６社）

koho
長方形
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（８） ひろしまアントレプレナー育成実施体制

ひろしまアントレプレナー
人材育成推進委員会

（産学官金）

プログラムの運営・推進

人材育成プログラム
○起業化能力

○起業化スキル
○起業化実践研修

講義シラバス、カリキュラム
マップ、ルーブリック、

教材開発

統括責任者

プログラム委員会

外部評価委員会

中国経済
産業局
広島県

中小企業
基盤整備機構

ひろしま
産業振興機構

海外の
大学、企業

地域企業

金融・投資
（広島銀行、広島VC）

VB支援者
（契約弁護士、
弁理士ほか）

産学官連携
推進研究
協力会

外部機関外部機関 実施機関:広島大学

協力

連携連携

協力

学内研究科

社会産学連携推進機構長（学長）

P D

A C

イノベーションエコシステム

深化・拡張深化・拡張

地域はもとより我が国の
活性化に貢献

持続的なイノベーション・エ
コシステムの構築

産学官金ネットワークをさら
に深化・拡張させ、新たなイ

ノベーション創出を支援

挑戦的で失敗を恐れない
イノベーション人材

本プログラム

（９） イノベーションエコシステムと期待される成果

期待される成果

koho
長方形
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